
伊豆ヶ岳 
１班	 班山行 
 
山行日：2018年 2月 17日（土） 
参加者：川名（L）、和田（SL）、高瀬、山口、小川、菊地、鎌田、齋藤、松籐、高橋、 

森島、北村、松本、鈴木、澤地（記） 
行程	 ：松戸駅 6:15＝正丸駅 8:29 

正丸駅 8:50―安産地蔵尊 9:00―正丸峠分岐（馬頭尊）9:15/9:20―(かめ岩) ―関東ふれあ
い道 10:00―五輪山 10:40/10:50―伊豆ヶ岳山頂 11:10/11:40―五輪山 12:00―小高山 12:18
正丸峠 12;48―正丸峠分岐（登山口）13:20/13:35―正丸駅 13:55 
正丸駅 14:26＝松戸駅 16:53 

 
費用	 松戸駅－正丸駅	 往復 2114円 
	 	  
山の会入会して初めての山行となった。待ち合わせ場所である西武線池袋駅での合流。電車に乗り

合わせるといきなりリーダーである川名様が右腕を気にしている。「どうしたんですか」と 
尋ねてみるとどうやら、池袋駅構内でこけたらしい。初めてのリーダーという緊張？のせいなのだ

ろうか、すかさず高瀬さんが重いザックから塗り薬を差し出す。「いやさすが用意がいい」感心し

ました。これから山行だといううのに大丈夫だろうか。 
正丸駅下車後、自己紹介し 2班に分けて行動することになった。晴天に恵まれ、ゆっくりしたペー
スで山道を登っていく。途中段々と残雪が目立つようになり全員軽アイゼン装着。前回東京でも降

った大雪はさすがに溶けはしない。山行計画書には軽アイゼンは△でしたが、事前メールでアイゼ

ンの持参を呼び掛けていました。さすがリーダー！ 
途中、五輪山で記念撮影。何、五輪山！丁度今週はオリンピック週間。表示には五輪のマークがあ

る。日本選手頑張れ！なぜここは五輪山と呼ばれているの？そんな疑問はさておき、いよいよアイ

スバーン化した山道を抜けて伊豆ヶ岳山頂到着。 
 

約 30分の休憩。山を満喫したい私にとっては
ちょっと短い休憩だったが食事を済ませてい

ざ下山。アイスバーン化した山道の下りはち

ょう危険。そこへアイゼン付けていない登山

者と遭遇。それは無謀だろう。その登山者も

アイゼンを忘れたことを後悔している。小高

山、正丸峠分岐を超え正丸駅到着。 
電車到着時間までの間、駅前の売店で飲んだ

ビールは美味かった。 
松戸駅到着後海華で反省会？ 
リーダーの腕は大丈夫だろうか。翌日病院へ

行くとのこと。参加の皆さん本当にお疲れ様でした。初参加有難うございました。	  

山茶花 20 

個人山行：他団体又は会員以外の個人が主催する山行。例えば、旅行会社のツアー登山、他の山岳会主催の山行。	
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